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埼玉医科大学 保健医療学部 臨床検査学科 ［2025年度以降入学生］

1年次 ２年次 ３年次 4年次 ディプロマ・ポリシー

臨床検査学科 保健医療学部

幅広い教養と生命の尊重を基盤
とした豊かな人間性を身につける。

医療関連分野に従事する者とし
て、とくにその倫理的側面を理解
し行動できる。

全人的医療、患者さん中心の医
療を原点に、患者さんの立場に
立った医療を実践できる。

保健医療に関する国際水準の
知識と技術の修得を基本とし、
未知の課題を自ら解決する意欲
と探求心をもつとともに、自らの
能力の限界を知り、生涯にわた
り自己の資質の向上に努めるこ
と。

医療人に必要とされる基礎医学
および臨床医学の基本的知識を
身につける。

患者さんの診断と治療に資するよ
う、臨床検査に関する最新の知
識と技術を身につける (臨床検査
技師).。

ニューバイオテクノロジーに関す
る基礎的な知識と技術を身につ
ける。

環境衛生に関する基礎的な知識
と技術を身につける(第一種衛生
管理者)。

危険物の取扱に関する基礎的な
知識と技術を身につける。(甲種
危険物取扱者)

患者さんの身体的、心理的問題
を解決するために、専門的知識を
活用し、科学的根拠をもった適切
な判断ができる。

各自の実践の中から研究の課題
を発見し、それを発展させること
ができる。

常に自らの能力を点検・評価し、
生涯学び続ける姿勢を身につけ
る。

協調性に富んだ社会人として
様々な職種の人々と協力し、医
療の安全につねに留意するとと
もに、社会的視点に立って地域
の保健医療に積極的に関わるこ
とができること。

チーム医療の中で調整・連携の
役割を果たすための適切なコミュ
ニケーション能力を身につける。

安全管理について常に細心の注
意を怠らずに業務を遂行できる。

保健・福祉・医療チームの一員と
して地域医療に積極的に関わる
ことができる。

人間の生命に対する深い愛情と
畏敬の念を基盤として、高い倫
理観と豊かな人間性を涵養する
こと。
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衛＝第一種衛生管理者
申請要件科目

衛＝食の安全管理士
受験資格要件科目

危＝甲種危険物取扱者
受験資格要件科目

※39単位中15単位以上
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企
業
実
習

埼玉医科大学 保健医療学部 臨床検査学科 ［2023年度以降入学生］

1年次 ２年次 ３年次 4年次 ディプロマ・ポリシー

臨床検査学科 保健医療学部

幅広い教養と生命の尊重を基盤
とした豊かな人間性を身につける。

医療関連分野に従事する者とし
て、とくにその倫理的側面を理解
し行動できる。

全人的医療、患者さん中心の医
療を原点に、患者さんの立場に
立った医療を実践できる。

保健医療に関する国際水準の
知識と技術の修得を基本とし、
未知の課題を自ら解決する意欲
と探求心をもつとともに、自らの
能力の限界を知り、生涯にわた
り自己の資質の向上に努めるこ
と。

医療人に必要とされる基礎医学
および臨床医学の基本的知識を
身につける。

患者さんの診断と治療に資するよ
う、臨床検査に関する最新の知
識と技術を身につける (臨床検査
技師).。

ニューバイオテクノロジーに関す
る基礎的な知識と技術を身につ
ける。

環境衛生に関する基礎的な知識
と技術を身につける(第一種衛生
管理者)。

危険物の取扱に関する基礎的な
知識と技術を身につける。(甲種
危険物取扱者)

患者さんの身体的、心理的問題
を解決するために、専門的知識を
活用し、科学的根拠をもった適切
な判断ができる。

各自の実践の中から研究の課題
を発見し、それを発展させること
ができる。

常に自らの能力を点検・評価し、
生涯学び続ける姿勢を身につけ
る。

協調性に富んだ社会人として
様々な職種の人々と協力し、医
療の安全につねに留意するとと
もに、社会的視点に立って地域
の保健医療に積極的に関わるこ
とができること。

チーム医療の中で調整・連携の
役割を果たすための適切なコミュ
ニケーション能力を身につける。

安全管理について常に細心の注
意を怠らずに業務を遂行できる。

保健・福祉・医療チームの一員と
して地域医療に積極的に関わる
ことができる。

人間の生命に対する深い愛情と
畏敬の念を基盤として、高い倫
理観と豊かな人間性を涵養する
こと。
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